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新議1員0策が41

当
一　

　

　

葛
西
敬
太
郎
　
無
現

当
一　

・　
　
福
井
　
俊
装
　
皿
一現

当
一
・
・
　

浜
田
　
春
十
　
無
現

当

一
九

ノ、
　
成
田
　
長
代
　
糀
一現

当

一
ノ、
六
　
相
澤
　
　
）市
　
無
一現

当

一
し
一
　

島
津
　
典
明
　
無
現

当

一
Ｌ
　
　
ム
ホ
良
　
正
勝
　
無
現

当

．
ｔ
●
　
中
畑
　
藤
雄
　
無
現

当
日
の
有
権
者
数
　
一、
‐．（
Ｌ

フ、
人

投
票
者
教

一
、
六

‐・‐

人

投

面示
率

九
七
■
菖
一％

議
長
に
浜
田
春
士
兵
再
Ｅ

副
議
長
に
奈

良

正

勝

兵

新
Ｅ

は
委
員
長
、　

‐
印
は
副
委
員
長

一　

　

　

　

［貝
　
イく
付
清
左
衛
門

▼
総
務
丈
教
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
西
北
″
環
境
整
備
事
務
組
合
議
員

●
――
藤
武
則
、
●
葛
西
敬
太
郎
、　
　
　
　
中
畑
藤
雄

浜
圧
春
卜
、
福
井
俊
た
、
相
洋
治
、
　

▼
津
軒
北
部
広
城
事
務
組
合
議
員

中
畑
藤
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
ｋ
代
、
島
津
典
明

Ｏ
笹
山
精
喜
、
●
成
田
長
代
、
奈
　
　
　
相
繹
治
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91裁習「基基渾Iち真皇:霧菅曇層:一致しない場合があります。
市浦村の人日は、前回の調査 (平 成 2

年)に比べ 295人減少 し、3,073人 (男

1444人 、女1629人 )に 、世帯数は3011キ

帯減少 し、1,014世帯という結果になって

人口を地区別に見てみますと、 6地区

すべてが減少 してぃますが、特に磯松地

区が186%、 脇元地lXが 123%と 高い減

少率を示 しています.ま た、世帯数では

横ばい状態の29%の 減少となってお り、

1世 帯あたりの平均人員は303人 (平 成

2年・323人 )で 、依然、核家族化が進

んでいることがうかがえますt

―皆さまのご協力

ありがとうござぃました一

ガ

地区別人口 世帯数一覧表

市浦村の人口・世帯数の推移

女2770人  1男 2,716人

総
合
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
が
四
月
末
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
急
ビ

ッ
チ
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
相
内
・

実
取
地
区
で
、
昨
年
完
成
し
た
特
産

品
加
エ
セ
ン
タ
ー
に
隣
設
さ
れ
て
い

こ
の
施
設
は
、
都
市
と
山
村
地
域

の
交
流
を
目
的
と
し
、
地
場
産
品
の

販
売
所
、
郷
土
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
交
流

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、

昨
年
十
月
に
工
事
着
工
．
地
元
ヒ
バ

で
、
村
特
産
品
の
市
浦
牛
を
モ
チ
ー

フ
に
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
地
場
産
品
販
売

所
で
は
、
シ
ジ
ミ
員
を
使
っ
た
特
産

品
や
地
元
ヒ
バ
材
を
使
っ
た
Ｉ
芸
品

な
ど
を
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
市

ン
な
ど
を
提
供
¨
ま
た
、
体
験
交
流

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
材
工
芸
品
の
製

作
体
験
や

「十
三
の
砂
山
」
な
ど
の

郷
土
芸
能
を
披
露
す
る
予
定
で
す
ゥ

村
関
係
者
は
村
内
外
の
交
流
拠
点

と
し
て
、
こ
の
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に

大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
完
成
′

総
合
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

沐



劇
で
文
化
交
流

阿
蘇
部
族
結
成
十
周
年
記
念
公
演

演

劇

サ

ー

ク

ル

「
阿
蘇

部
族

員

代

　

　

に
上

ノ
国

町

民

か

ら
大

き

な
拍

手

が

表

・
三
浦

美

智

男
）

が

二
月
十

一
日
、
　

　

送

ら

れ

て

い
ま

し

た

。

友
好
町
村
で
あ
る
上
ノ
国
町
で
創
作
　
　
　
劇
団

一
行
は
、
演
劇
を
通
し
て
上

劇

「ボ
サ
マ
の
昔
っ
こ
」
を
公
演
し
　
　
ノ
国
町
と
の
文
化
交
流
を
し
て
い
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
ま

内
派
立
チ
ー
ム
三
年
連
続
Ｖ

第
１２
回
ふ
れ
あ

い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

昨
年
十
二
月

一
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
　
　
　
こ
の
大
会
は
、
春
、
夏
、
秋
、
冬

セ
ン
タ
ー
で
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
　
　
と
年
四
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
年
間

ル
大
会
・冬
の
陣
が
行
わ
れ
、
今
年
の
　
　
の
総
合
成
績
で
順
位
を
決
定
す
る
も

全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
の
で
、
村
内
七
チ
ー
ム
が
参
加
。
今

脇

元

保

育

所

で

節

分

二
月
二
日
、
脇
元
保
育
所
（所
長
・

桑
野
尚
子
）
で
節
分
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
十
五
人
は
鬼
が
や
っ

て
来
る
と
、
逃
げ
な
が
ら
も

一
斉
に

豆
ま
き
を
開
始
、
鬼
退
治
に
む
け
て

「鬼
は
外
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
豆

を
ま
い
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
泣

き
出
す
子
も
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
鬼
に
慣
れ
て
く
る
と
、
元
気

一
杯

に
鬼
め
が
け
て
豆
を
ぶ
つ
け
て
い
ま

し
た
。
鬼
も
最
初
は
こ
わ
い
鬼
で
し

た
が
、
最
後
は
や
さ
し
い
鬼
に
な
り

子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
記
念
撮
影
を

年
で
十
二
回
目
を
迎
え
、
激
戦
が
予

想
さ
れ
た
こ
の
大
会
も
相
内
派
立
チ

ー
ム
が
三
年
連
続
十
回
目
の
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
団
体
表
彰
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
団
体
戦一口Ｈく揚げたい

昨
年
十
二
月
二
十
五
、
二
十
六
日

の
二
日
間
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で

「た
こ
づ
く
り
教
室
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
た
こ
づ
く
り
を
と
お
し

て
健
康
で
文
化
的
な
精
神
を
養
お
う

と
村
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の

優
勝

二
位

三
位

▼
個
人
賞

相
内
派
立
チ
ー
ム

脇
元
は
ま
な
す
チ
ー
ム

最
優
秀
選
手
賞
＝
佐
藤
ま
る

⌒相

内
派
立
）
、
敢
闘
賞
＝
斎
藤
正
彦

（脇
元
は
ま
な
す
）
、
優
秀
選
手

賞
＝
越
谷
金
七

⌒十
三
）
、
三
和

チ
サ

（相
内
吉
野
）
、
柏
谷
ツ
ヨ

（相
内
派
立
）
、
秋
田
米
子

（太

田
）
、
亀
倉
ち
さ

⌒脇
元
は
ま
な

す
）
、
佐
藤
ノ
リ

⌒脇
元
さ
ざ
な

み
）
、
秋
田
谷
文
雄

（磯
松
）

な
～

た

こ

づ

く

り

教

室

で
、
村
内
各
小
学
校
か
ら
二
十
五
人

の
児
童
が
参
加
し
、
二
枚
凧

⌒４８
ｃｍ

Ｘ
６６
ｃｍ
）
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
で
は
、
村
津
軽
凧
愛
好

会

⌒三
浦
儀
照
会
長

・
会
員
二
十

一

名
）
の
皆
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
、

初
日
は
下
絵
描
き
や
裏
張
り
、
二
日

目
は
色
付
け
と
仕
上
げ
作
業
ま
で
、

参
加
し
た
児
童
は
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
髪

の
毛
の
描
き
方
な
ど
に
苦
労
し
て
い

ま
し
た
が
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん
の
分

か
り
や
す
い
説
明
と
指
導
で
、
見
事

な
津
軽
凧
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
自
分
で

つ
く
っ
た
自
慢
の
凧
を

「早
く
揚
げ

た
い
な
、
人
よ
り
高
く
揚
げ
た
い
な
」

と
誇
ら
し
げ
に
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
な
ど
　

　

し
た
。

け一特一い一一榊枷一器い一い　　一【】”】

公
演
。
当
日
は
、
昨
年
十
月
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
同
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

「ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
」
で
上
演
。

会
場
で
は
、
団
員
ら
の
迫
真
の
演
技

は
外
、
福
は
内
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よろしく民生・児童委員で■
市浦村民生・児童委員名簿

る
い
ス
キ
ー
場
に
変
身

二
月
四
日
、
よ
う
や
く
着
雪
し
た

吉
野
ス
キ
ー
場
で

『
ゆ
き
た
こ
し
う

ら
９６
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
，

こ
れ
は
、
雪
回
な
ら
で
は
の
遊
び

を
親
し
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
も
の
で
、
当
日
は
村
内
小
学
校

か
り
四
十
人
の
児
童
が
参
加
．
予
告

タ
イ
ム
レ
ー
ス
や
ム
カ
デ
競
争
、
ベ

ア
そ
り
引
き
競
争
な
ど
の
種
目
が
行
わ

れ
ま
し
た
「
中
で
も
児
童
に
人
気
の

あ
っ
た
種
日
は
、
滑
る
よ
う
に
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
履
き
な
が
い
綱
を
引
き
合

う
雪
上
綱
引
き
競
技
で
、
転
び
な
が

ら
も
懸
命
に
引
き
合
っ
て
い
ま
し
た
，

昼
食
に
は
恒
例
の
豚
汁
が
配
い
れ
、

児
童
ら
は
寒
空
の
中
で
ふ
う
ふ
う
い

相
内

・
吉
野
ス
キ
ー
場

こ
の
程
、
吉
野
ス
キ
ー
場
の
照
明

施
設
が
整
備
さ
れ
ス
キ
ー
ヤ
ー
か
ら

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
村
が
い
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

助
成
を
う
け
整
備
し
た
も
の
で
す
。

今
ま
で
も
簡
易
照
明
塔
は
あ
り
ま
し

た
が
、
明
る
さ
が
足
り
ず
十
分
な
ナ

イ
タ
ー
ス
キ
ー
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
□
こ
の
照
明
施
設
の
整
備
に
よ
り
、

安
全
な
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
場
と
し
て
、

住
民
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

杯

″ゆ

き

ん

こ

し

う

ら

９６

い
な
が

り
あ

っ
た
か

い
豚
汁
に
舌
鼓

を
打

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
児

童
た
ち
は
元
気

一
杯
に
雪
に
親
し
み

楽
し

い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
山

の
上
で
元
気

一

332-
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源
義
家
が
永
保
三
年

（
一
〇
八
三
）
六
月

（ま
た
九
月
説
も
あ
る
）
に
陸
奥
守
兼
鎮
守

府
将
軍
に
補
任
さ
れ
て
多
賀
城

（国
府
）
に

入
っ
た
の
は
八
月
十
三
日
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
度
は

『前
太
平
記
」
に
よ
っ
て
前
回

の
こ
と
を
も
う

一
度
再
現
さ
せ
な
が
ら
話
を

進
め
ま
す
。

清
原
真
人

（真
人
と
は
古
代
に
制
定
さ
れ

た
姓
の
一
つ
で
す
）
真
衡
は
、
秀
武

・
清
衡
・

家
衡
ら
の
反
逆
者
ら
の
征
伐
の
た
め
、
再
び

軍
勢
を
整
え
、
み
ず
か
ら
は
出
羽
の
秀
武
征

討
に
出
発
し
よ
う
と
し
た
矢
先
に
国
司
義
家

の
奥
州
下
向
の
報
せ
が
届
き
ま
す
。

そ
れ
を
聞
い
た
真
衡
は
、
こ
こ
は

一
番
国

司
を
饗
応
し
て
好
意
を
得
る
こ
と
が
先
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
財
宝
を
積
ん
で
三
日
間

の
給
仕
を
勤
め
た
こ
と
は
前
号
で
述
べ
た
通

り
で
す
。
こ
れ
を

「
三
日
厨
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
多
分
、
秀
武
ら
の
反
逆
と
応
援
の
依

頼
も
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

義
家
の
清
原
氏
に
対
す
る
感
情
は
決
し
て
好

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
九

年
合
戦
で
義
家
の
父
頼

義
が
論
功
行
賞
で
伊
予

守
に
、
義
家
は
出
羽
守

に
補
任
さ
れ
た
の
に
対

し
て
清
原
武
則

（真
衡

の
祖
父
）
は
鎮
守
府
将

軍
と
い
う
破
格
の
恩
賞

を
受
け
た
こ
と
は
前
に

述
べ
た
通
り
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
を
考
え
る
と

清
原
家
の
内
輸
撲
め
を

機
と
し
て
却
っ
て
そ
の

減
亡
を
頭
に
描
い
て
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

贈

り

物

に

つ

い
て

そ
れ
は
兎
に
も
角
に
も
、
三
日
厨
の
真
衡

の
義
家
へ
の
贈
り
物
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

毎
日
駿
馬
五
十
疋
、
三
日
だ
と
百
五
十
疋
と

な
り
ま
す
。
金
銀

・
絹
布

・
鷹
羽
、
水
豹
も

三
日
だ
と
物
凄
い
数
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
「数
も
知
ら
ず
担
ぎ
続
け
さ
せ
限
り
な
く

饗
応
せ
り
」
と

『前
大
平
記
』
の
若
者
も
驚

こ
の
よ
う
な
財
宝
を
真
衡
は
ど
う
し
て
手

に
入
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
武
則

・
武
貞

⌒真
衡
の
父
）か
ら
の
遺
産
を
相
続
し
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、

駿
馬
は
糠
部

（青
森
県
三
戸

・
七
戸

・
八
戸

等
）
の
名
産
で
す
。
金
銀

・
絹
布
は
現
在
の

岩
手
県
の
産
物
で
す
。
鷹
の
羽
や
水
豹
の
皮

は
沿
海
州
か
ら
サ
ハ
リ
ン
、
北
海
道
、
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
が
名
産
で
す
。
馬

・
鷹
羽

・
水
豹

皮
は
ど
う
考
え
て
も
津
軽
安
倍

・
安
藤
申
氏

と
の
関
り
あ
い
に
お
い
て
入
手
し
た
も
の
と

し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
津
軽
の
在
地
豪
族

が
当
時
遠
く
東
北
ア
ジ
ア
大
陸
や
樺
太

・
北

海
道

・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
と
海
上
交
易
を
し
て

大
勢
力
に
台
頭
し
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

も
う
そ
の
当
時
か
ら
わ
が
十
三
湊
が
集
散
地

と
し
て
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
豪
族
が
安
倍

・
安
藤
仰
氏
で
あ

っ
た
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

真
衡
の
財
宝
は
十
三
湊
安
倍

・
安
藤
い
氏

を
介
し
て
入
手
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
伝
承
的
な
安
倍
貞
任
の
子
高
星
丸
が
そ

れ
に
該
当
す
る
と
考
え
る
人
が
あ
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
も
う
二
十
三
歳
の
立
派
な
武

人
に
成
長
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
。

真
衡

の
妻

の
才
覚

三
日
厨
を
勤
め
た
真
衡
は
義
家
か
ら
暇
を

貰
っ
て
白
鳥
館
に
帰
る
と
直
ち
に
、
前
回
よ

り
も
大
勢
の
兵
を
動
員
し
、
半
分
は
白
鳥
館

に
残
し
て
清
衡

・
家
衡
の
逆
襲
に
備
え
、
親

ら
は
半
分
の
大
勢
を
率
い
て
出
羽
の
秀
武
征

伐
に
出
発
し
ま
す
。
清
衡

・
家
衡
は
こ
れ
を

聞
い
て
再
び
真
衡
の
館
に
攻
撃
を
加
え
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
節
義
家
の
部
下
の
兵
藤
大

夫
正
経
と
伴
僚
使
助
兼
と
が
こ
の
方
面
の
巡

検
に
来
て
い
て
真
衡
の
館
の
近
く
に
居
を
構

と
こ
ろ
が
、
真
衡
の
妻
女
は
才
智
の
鋭
い

女
丈
夫
で
し
た
。
す
ぐ
様
使
者
を
両
人
の
許

に
送
り
、
こ
の
事
情
を
告
げ
、
「
こ
の
館
に
も

兵
が
多
く
清
衡

・
家
衡
の
軍
を
防
ぎ
戦
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
何
し
ろ
私
は
女
の
身
で
大

将
軍
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
ど
う
か
、
こ

の
館
に
お
入
り
に
な
っ
て
何
か
の
軍
の
下
知

を
な
し
、
戦
の
有
様
を
国
司
義
家
に
お
告
げ

下
さ
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。」
と
頼
み
ま
す
。

国
司
義
家
の
権
威
を
バ
ッ
ク
に

一
挙
に
反
逆

者
を
征
伐
す
る
策
略
に
出
た
わ
け
で
す
。
こ

の
両
人
も
ま
ん
ま
と
こ
の
策
略
に
乗
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
国
司
が
こ
の
内
輸

採
め
に
深
く
介
入
す
る
端
緒
に
な
り
ま
す
。

上
掲
は
三
日
厨
の
絵
図
で
す
。

日か

厨重

∠

(3)



17)広 報ι 多ろ

少年野球教室

参加者募集中 ′

親 子 ス キ ー 教 室 開 催

県内の交通事故概況

(平成 8年 )

飲 酒 i重 転 に よ る 死 者

卜1非  着 用 者 i可

( )内 は前年。累計は 1月 から。

十 111三

市浦村の人口と世帯数

移動年金相談所開設

所では、厚生年金受給 資格期



◆ ポ ス ター部 門 ◆

◆標語部門術浦中学校〉◆

く1年生の部>

く2年生の部>

奈 良 あずさ

タバコには 悪魔がいっぱい 住んでいる

<3年生の部〉

白い菌は 君の印象 すてきだね

中 井 裕 子

おじいさん 塩分取 りすぎ 赤信号

▽

　

お

誕

生

新

岡

和

久

⌒十
三

壽

行

山
　
田
　
駐
寿
購

⌒相
内
）
金
　
志

佐
々
木
　
稜
　
介

⌒相
内
）
和
　
長

村
　
山
　
征
　
矢

⌒相
内
）
　

明

中
　
山
　
巴
瑠
奈

（磯
松
）
博
　
行

古
　
川

　

凌

　

⌒脇
一こ

　

徹

木
津
谷
　
　
標

　

（相
内
）
忠
　
宏

▽

　

ご

結

婚

（れ　［　畑美劃
一岬

（画　咄　辞美一
一は　　粛一

（中　議　造幸道
一赫
須
暉一

（帥　酵　謝智議
一け　　に一

（醸　帥　晴仁美
一椰　　蹄一

（商　卿　議奈謝
一制　　［一

▽
　
お
く
や
み

川

瀬

き

そ

（十

三
Ｉ

歳

亀
　
田
　
友
之
助

（十
三
）
）
８６
歳

葛
　
西
　
き
　
ふ

（脇
　
元
）
９．
歳

俵

谷

兼

作

⌒脇

元
こ

歳

工
　
藤
　
弘
　
文

⌒十
　
一こ

４２
歳

中
　
島
　
ソ
　
ヨ

⌒十
　
一こ

９５
歳

下
　
山
　
嗣
　
雄

（相
　
内
）
８。
歳

輝 韓


